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あきる野市内のブナ
科どんぐりの着果状況
を７月２８日から８月
２３日にかけて調査し
ました。
市の西側にあたる旧

五日市町の森。昨年同
様、全体の平均は並作
です。ブナは昨年同様
凶作、ミズナラは昨年
並～豊作でしたが今年
は不～並作、コナラは
昨年同様並作です。奥
山に自生するヤマグリ
が昨年凶作に近い不作
でしたが今年は並作、
人家付近の栽培種のク
リ、オニグルミは並作
です。

＊カキやクリ、キウイなどの果実が実っ
たら収穫しましょう。
＊誘引物（廃棄果実、ゴミなど）は野外
に放置しないように気をつけましょう。
＊野生動物への餌付けはやめましょう。
＊夜の一人歩きは控えましょう。

今年もコレンジャーと調査地の１地点で、
ミズナラ、コナラ、クリ、アラカシの豊凶調
査を実施しました。
調査地に着くと、虫が未熟な実に産卵して

落としたどんぐりや野生動物の食痕を発見！
どんぐりが様々な野生動物に利用されている
ことを感じてから調査開始です。
「コナラは葉っぱに隠れて難しい」「種類に
よって実や葉っぱの形が全然違うね」「どん
ぐりの種類って色々あるんだ」「カウント調
査って楽しい！」

調査を終えて、今年の結果と４年間の変
動をみんなで見ました。実際に調査をして
みて、どんぐりやどんぐりから始まるつな
がりを知り、食べてみたことで、波(変動)
があるからこそ多様な命が育つこと、自然
と共に生きている人の大変さなどを少しだ
け感じてくれたらいいな。
その後、「自然を変えるのではなく人の

意識を変える」ために協力したい！と手を
挙げてくれた６名が、人への注意喚起ポス
ター(左)を作ってくれました。地域の方だ
けではなく、あきる野市を訪れる方々の目
に留まる場所にも掲示したいと思います。

帰る途中、道路に落ちていたクリを一
つ拾い、持ち帰ってみんなで生ぐりを食
べてみました。野生動物の気持ちになっ
てモグモグ･･「あ、けっこういける！！
野生動物が食べに出てくる気持ちがわか
るね。でも、周りのイガイガどうやって
むいたのかな･･･痛くないのかな。」



8月6日、臼杵山からの風景
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